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研究成果の概要（和文）：本研究では、冠動脈疾患患者のメンタルヘルスを支援する看護師教育プログラムを開
発しその評価を行った。まず、文献レビューを行い、教育プログラムに必要な内容および要素の抽出を行った。
次に、病棟で働く看護師を対象に質問紙調査を実施し、冠動脈疾患患者へのサポートの実際と看護師の認識につ
いて明らかにした。その結果をもとに教育プログラムを作成し、このプログラムを臨床現場の看護師を対象に実
施し、プログラムの妥当性・実用性について検討した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to evaluate of a nursing education program 
that supports coronary artery disease patients' mental health. First, education program’s contents 
and elements were identified through literature review. Second, a postal survey of nurse working in 
acute care hospital was conducted using questionnaires of mental supports and perceptions for 
coronary artery disease patients. Finally, the intervention research using a nursing education 
program was implemented for hospital nurse, and was examined validity and feasibility.
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１．研究開始当初の背景 
心疾患は、わが国において全死亡の 15.8％
を占め、がんに次いで死因の第 2 位となって
いる。医療技術の進歩によって、心疾患患者
の救命率及び予後は改善しているが、急性期
治療を終えたからといって疾患が完治した
わけではなく、リスクファクターによって再
発や合併症を引き起こす可能性がある。冠動
脈疾患患者の死亡率や疾病の増悪は、身体的
要因だけでなく、心理・社会的な要因や患者
の行動パターンと深く関連し、回復過程を阻
害するだけでなく患者の QOL や予後にも影
響を与える。 
国内においては、1996 年に厚生省（当時）
が提唱する心臓リハビリテーション・プログ
ラムが臨床現場に導入され、特に運動療法は
運動耐容能の改善、心不全の機能及び症状の
改善などがみられることが科学的に実証さ
れている。心臓リハビリテーションとは、患
者の運動療法や食事療法、禁煙などの生活面
や精神面などを多方面からサポートするも
のであるが、牧田（2007）の調査によると、
臨床現場での医療者の活動内容は運動療
法・運動指導が中心であり、ストレスコン 
トロールの分野にはほとんど着手されてい
ない。冠動脈疾患患者の心理的問題（抑う
つ・不安、怒り・敵意、タイプ D 傾向など）
に対して、医療者によるメンタルヘルス対策
が急務である。 
冠動脈疾患患者の心理的問題に関する教
育プログラムの評価研究では、患者を対象と
して、抑うつ・不安、怒り・敵意、Distress 
などを緩和し、ストレスの軽減ならびに精神
的健康の向上を目指したさまざまなプログ
ラムが試みられている。具体的な方法として
は、講義形式、グループセッション、教育認
知療法、ビデオの使用などが報告されている。
Linden ら（1996）は、無作為対象試験のメ
タアナリシスで、運動療法に心理的介入を加
えたプログラムが、有意に不安や抑うつを低
下させ、さらに死亡率や再発率も低下させた
ことを見出している。つまり、心臓リハビリ 
テーション・プログラムにおいて、運動療法
だけではなく心理的介入を組み合わせるこ
とが、冠動脈疾患の予防や再発防止への効果
があることが分かっている。 
しかし、わが国では、冠動脈疾患患者の身
体的ケアに関する標準的な看護は確立され
ているものの、心理・社会的ケアに関する教
育に関しては一般的なものにとどまってい
る。冠動脈疾患患者における心理的問題は、
疾患の発症や予後に関与することが明らか
となっており（Denollet & Conraads，2011）、
多くの看護者が、冠動脈疾患患者への基本的
な看護を学び、心理的問題についても十分理
解した上で、適切なメンタルヘルスケアを提
供できることが望ましいと考える。冠動脈疾
患患者への看護において重要なのは、二次予
防のための正しい身体管理の知識や技術を
提供することはもとより、患者の心理・社会

的な側面にまで着目することである。このよ
うな看護を提供するためには、実際に患者の
身近でケアを実践する看護師を対象に、冠動
脈疾患患者のメンタルヘルス支援に関する
教育を行うことが不可欠であると考える。 
 
２．研究の目的 
近年、冠動脈疾患患者の心理的問題が患者
の健康に大きな影響を及ぼすことが明らか
にされてきたが、その問題を解決するための
援助に関する看護者への教育プログラムの
開発と評価はほとんど行われていない。そこ
で本研究は、第 1 に、循環器看護に携わる看
護師を対象とした教育プログラムの具体的
実践に関する基礎調査を行い、冠動脈疾患患
者のメンタルヘルスを支援する看護師の教
育プログラムの内容・要素について分析を行
った。第 2 に、臨床現場の看護師の認識につ
いて実態調査を行った。第 3 には、冠動脈疾
患患者の心理的問題とメンタルヘルス対策
に関する看護者への教育プログラムを開発
し、介入研究を通して最終的に本プログラム
の評価を行った。 
 
３．研究の方法 
1）文献レビュー 
初年度は、循環器看護に携わる看護師を対
象とした教育プログラムについて、文献検討
の結果から、冠動脈疾患患者のメンタルヘル
スを支援する看護者への教育プログラムに
おける成果変数や測定時期について分析し、
信頼性・妥当性の高い測定方法・測定用具を
検討した。また、並行して、諸外国における
無作為化比較試験の最新動向調査を行った。 
文献検索のデータベースとして、PubMed、
CHINAHL、Cochrane Library、医学中央雑誌
を用い、統合的文献レビューの結果から、冠
動脈疾患患者のメンタルヘルス向上に関す
る教育プログラムの内容として含むべき学
習項目に関する抽出を行った。 
2）質問紙法を用いた実態調査 
首都圏の病院に勤務する看護師1,224名を
対象に質問紙を配布し473名から回答を得た。
質問紙の内容は、対象者の属性、冠動脈疾患
患者に対する看護の実践頻度及び自信から
構成された。調査の実施にあたっては、所属
施設及び調査施設における倫理審査委員会
の審査を受け承認を得た。 
3）介入研究 
対照群を設置しない非無作為化前後比較
デザインを用いた。対象者は首都圏の病院に
勤務する看護師とした。プログラムは1日6.5
時間で、集合研修形式とした。評価項目は、
看護師の「知識」「態度」「技術」の 3点とし、
プログラム前、後、1 か月後に質問紙調査を
行った。知識及び態度得点は、反復測定分散
分析を用いて球形性検定を行った。技術の実
践頻度と自信に関しては Friedman 検定を行
った。各時点の変化は多重比較法を用いて検
討した。分析には統計ソフト SPSS 24.0 を用



い有意水準は 5％とした。調査は研究倫理審
査委員会の承認を得て行った。ポスターにて
募集を行い研究参加は対象者の自由意思を
尊重した。質問紙は無記名にて郵送回収した。 
 
４．研究成果 
1）実態調査 
対象者の看護師経験年数は8.9±6.5年で、
20～30 代が 8割以上を占めていた。循環器病
棟に勤務する看護師以外でも、冠動脈疾患患
者を受け持つ頻度は 73.3％と高かった。冠動
脈疾患患者の看護への興味・関心のある者が
約 7割と多かったものの、半数以上の者が学
習機会はないと回答した。日々の看護の中で、
信頼性・妥当性のある評価手法を用いた患者
アセスメントは実践頻度が少なく、かつ自信
がないと答えた者が約 8割いた。看護の実践
頻度と自信の間には相関が認められた。 
看護師が、臨床現場で遭遇する冠動脈疾患
患者の心理的状態をアセスメントし、信頼
性・妥当性のある手法を用いて不安・抑うつ
などを評価できるような教育プログラムの
開発・実施が急務である。 
2）介入研究（教育プログラムの実施と評価） 
プログラム参加者は 18 名、看護師経験年
数は 7.5±6.9 年であった。知識得点は、前
7.8±1.2→後 8.5±0.6→1 か月後 8.3±1.5
で有意な変化が認められた（p＜.001）。多重
比較の結果、前－後（p=.001）、前－1か月後
（p=.001）、後－1か月後（p=.032）で有意差
がみられた。技術の自信については、カウン
セリング技法 7項目中 4項目で有意に変化し
た（p＜.05）。 
教育プログラムは、冠動脈疾患患者の心理
的問題に関する看護師の知識を変化させ、冠
動脈疾患患者の看護への自信を高めるのに
効果的であった。また、これらの知識や自信
はプログラム終了1か月後も維持されていた
ことがわかった。 
3）まとめ 
心臓リハビリテーションは、運動療法を中
心に、患者教育、カウンセリングなどから構
成された包括的プログラムである。日本心臓
リハビリテーション学会は、2000 年に「心
臓リハビリテーション指導士」という資格制
度を認定しており、その養成カリキュラムで
受講者は行動心理学や社会心理学、教育技術
に関する学習を行っている。しかし、わが国
では、心臓リハビリテーションを実施する医
療施設が少なく、さらに、心臓リハビリテー
ション指導士に関しても、資格取得者が多い
一方で実際に活動しているものの割合が少
ないという問題点が生じている（牧田，2007）。 
本研究者も関連学会や研究会において、心臓
リハビリテーションにおける運動療法や心
理的アプローチに関する啓発や知識の普及
活動を行っているが、その浸透度は十分でな
い。これまでのところ、冠動脈疾患患者の心
理的問題やメンタルヘルスサポートに対す
る看護者への教育プログラムの開発、実施、

評価の研究は報告されていない。したがって、
そのようなプログラムを検討し、プログラム
の効果を明らかにすることによって、その有
効性を示すことは、冠動脈疾患患者へのより
良い看護を実現するために、効果的な教育プ
ログラムの開発の一助となり、今後循環器看
護分野のさらなる充実ならびに統合的な支
援システムの構築に貢献するものと考えら
れる。 
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